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令和３年度 

「ランドバンクの活用等による土地

の適切な利用・管理の推進に向けた

先進事例構築モデル調査」 

 

 

『西之表市低未利用地利活用推進協

議会』設立検討事業実施結果報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月４日 

株式会社川商ハウス 

作成者：今田 正仁 
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１．調査の目的・背景 

地域の特徴・課題 

 

・所有者不明土地、相続未登記が散見され

る。低未利用地もあり所有者が島外在住の

ものも多く流通の妨げとなっている。 

・相続登記の促進に繋がる市民の意識改

善、低未利用地の解消のためモデル事例を

作り不動産所有者の意識改善が必要。 

(西之表市の見解)島内外からのニーズが

あった場合に、権利関係の問題で売りに出

せない空き家、空き地が多いのではないか 

(川商ハウスの見解)空き家・空き地の問題

が各校区から集まってきており西之表市

全体での対応が必要となってきている。 

ランドバンクの役割 

 

・役所の空き家バンクでは対応していない

業務(不動産の賃貸・売買を促進するため

に市自らが相続登記等を促す動き)を宅建

業、司法書士、土地家屋調査士などと連携

して不動産を動かす仕組み 
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２．業務フロー 

（１）体制メンバーと役割分担 

構成主体 役割（想定含む） 

株式会社川商ハウス 低未利用地利活用モデル実証主体 

ランドバンク関係者との折衝 

西之表市内司法書士・土地家屋

調査士 

協議会での不動産所有者相談対応

のため参画 

西之表市役所地域支援課 

 

ランドバンク登録のための空き家

等情報共有、市民からの情報収集 

西之表市各校区長 校区内の空き家等情報提供 

一般社団法人西之表市 

まちづくり公社 

 

ランドバンク実施コアメンバー(ラ

ンドバンク設立については核とな

る法人格が必要であり、市の職員だ

けでなく民間もはいっている公社

が適任と思い打診している) 

将来的にランドバンクが設立すれ

ば空き地等の情報提供も必要にな
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る為西之表市空き家バンクの窓口

を担当している地域支援課との連

携(空き家担当で所属している地域

おこし協力隊をまちづくり公社と

同時所属とし情報を共有する等)を

検討している。 

 

３．業務工程 
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４．業務内容 

・低未利用地を使ったポケットパーク事業 

【解体前現地】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 
 

【解体中写真】 
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【解体後写真】 
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・株式会社ウルトラエックス・中割校区との連携協定 

鹿児島県立ち合いの元、西之表市によって企業誘致を行った株式会

社ウルトラエックスとの企業立地協定と同時に西之表市校区内で最

小人口(令和 3 年 12 月現在で 70 名)の中割校区にある廃校となった

鴻峰小学校にてラボを開設した株式会社ウルトラエックスと中割校

区、株式会社川商ハウスとの地域活性化包括連携協定を締結した。 

 

 

 

 

 

 

↑連携協定書データ 
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５．業務の成果と課題 

・ポケットパーク事業に関して 

  本来予定していたイベント利用での実施は年末からのオミ

クロン株発生によりほぼ予定が無くなり、駐車場スペースのみ

が使われていた。特に市や商工会のイベントも小規模にて開催

され、その際は利用者が多かった。 

  商工会関係者へのヒアリングよりイルミネーション事業は

ある程度の効果はあったものと認識しているが、そこからの波

及効果(まちなかへの誘因から飲食店等への誘導が行えている

のか)は薄かったのではないか、との意見があった。 

  各校区長からのヒアリングでは中心部に造るのではなく、市

や校区で持っている空き地等に点在させる方が利用頻度も高

くなるのではとの意見も頂いた 

 

→市や各校区でポケットパーク事業を行う際に、運

営・管理主体をどこが責任をもってやるのかが課題で

ある。 
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・不動産なんでも相談会に関して 

  相談内容としては不動産登記に関しての相談が半数あり、そ

の中でも相続からの登記について相談が多かった。 

内容としては 2 世代、3 世代まえから登記が滞っており売却を

検討しているが相続対象者が 40 名以上(代襲相続を含む)おり

遺産分割協議が進まず前に進まない、相続した土地に倒壊した

建物があり 20 年以上空き家として放置しているが自身で解体

費用を出してまで売却は考えておらず相談に来た、相続に関し

て相談者以外は島外に居住しており本人としては自分の代で

売却をしたいが売価について他の相続人と話が付かずそのま

まになっているため不動産業者からの客観的な意見として査

定をお願いしたい、等があった。今回はセミナー講師として弁

護士、司法書士、土地家屋調査士を招聘していたためその都度

的確なアドバイスが出来る先生に同席頂き対応する事が出来

た。 
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→相談会から収集した情報より売却に向けて動き出した案

件もある。やはりこのような相談会を行う際は宅建業者だけ

でなく、弁護士や司法書士等専門家に同席頂き的確なアドバ

イスを相談者へ伝え、問題解決に繋がる事を体感して頂く事

によって知人や親戚縁者へ未登記物件や空き家・空き地の問

題解決に早めに動く事が大切だという意識共有をしてもら

うことが必要なのではと感じた。 

また、固定資産税支払名義者の中には相続登記は未登記であ

るが税金の支払いをしている方もおり、ほとんどが島外に居

住しているようである。実際物件の場所や現状を把握してい

ない事も多いので固定資産税の納付書を送付する際に相続

登記の喚起、空き家バンクへの登録勧奨などを市役所と協働

して行い未登記による不動産流通の障害を少しでも取り除

いていくように進めていく。 
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・株式会社ウルトラエックス・中割校区との連携協定 

 地域活性化包括連携協定後中割校区長と打ち合わせを行い、校区

内の空き家情報提供を頂いた。室内状況等確認は必要であるが状

態のいい物件があれば弊社で借りてリノベーションした後移

住・定住希望の方へサブリースを行う事も検討中である。 

また旧鴻峰小学校に隣接している市所有の教員住宅を一般財産

化して弊社が賃貸、リノベーション後株式会社ウルトラエックス

の社宅としてサブリースするモデルも検討している。 

 今回の協定に関しては新しい業態が西之表市に参入したことで、

島外への高校進学や高校卒業後の人材流出を少しでも減少させ

る材料になるかと考えており、株式会社ウルトラエックスや西之

表市のSNS等での情報拡散による中割校区への交流人口の拡大に

も繋がるのではと考える。 

そこから校区または西之表市への新規参入事業者が増えること

により空き家や低未利用地の利活用に発展出来るよう弊社とし

ても利活用事例の蓄積、情報手協を行っていく。 
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５．課題解決のための次年度以降の動き 

 ランドバンク設立に向けた枠組み作り 

・西之表市、各校区とは土地利用・管理に関して官民連携した動

きが必要である事を共通認識として共有しており、宅建事業者だ

けではなく不動産登記に伴うステークホルダー(土地家屋調査

士・司法書士等)との連携が必要な事、また運営・管理に関して

は一事業者だけでは難しいためランドバンクの設立に向けた動

きが必要な事をしっかり提案していきたい。 

 西之表立地適正化計画を踏まえた空き家・空き地等利活

用の協働 

・現在西之表市では立地適正化計画についてパブリックコメント

を実施しており、その中の資料で空き家、低未利用地の情報を提

供している。 

空き家に関しては 2018 年の調査で住宅総数 8,510 棟に対して

1,240 棟(14.6％)となっており、その中でも 75.8％がその他の空

き家として数えられている。 
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また、用途地域内の低未利用地は令和元年度西之表市都市計画基

礎調査によると、市役所周辺に小さく点在しているとの事。 

道路拡張など行政にて収用する以外はランドバンクでの運用等

を提案していけるような動きが必要かと思われる。 
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